
様式１（小・中）

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・児童が主体的に学ぶ授業の実践

○学習に関するアンケートにおいて、ふ
りかえりを通じて、自分に付いた力を実
感したと回答した児童80%以上

・全ての単元において、めあてを共有し、自
分の学習のふりかえりを実践する。
・校内研究を中心に、ふりかえりの効果につ
いて情報を共有する。 B

・「学習して、力は伸びているか」の問いに肯定的な回
答をした児童は94.2%であった。
・「めあてを共有し、ふりかえりを行っているか」の問い
に肯定的な回答をした職員は92.5%であった。
・校内研究でのふりかえりの効果について情報共有を
行った。
・全国学力・学習状況調査の結果を基に授業改善に関
する研修を実施した。

Ａ

・「学習して、力は伸びているか」の問いに肯定的
な回答をした児童は94.6%で伸びている。
・常にめあてを共有し、ふりかえりを行っている職
員が92%程度おり、ふりかえりについて周知徹底
ができた。
・学力向上について校内で研修を実施し、全員が
授業改善を意識した授業作りをしている。

Ａ

・全国学力・学習状況調査の結果をみても、
県平均を上回る結果である。
・中学校でも今の学力が続き、伸びるように、
小中で連携をしてほしい。

・学力向上コーディネーター(田中孝)
・小中一貫教育担当(竹之内)
・研究主任(北迫)

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童生徒85%以上

・全ての学級において「ふれあい道徳」を
実施する。
・一人一人がよさを発揮し、互いのよさを
認め合える授業や学級経営を行う。
・集会や縦割り活動等で自己肯定感や
自己有用感の高揚を図る。

A

・「お子さんは学校生活を通して思いやりや倫理観など道徳
的な心情が育っているか」の問いに肯定的な回答をした保護
者は91.8%であった。
・道徳アンケートで、肯定的な回答をした児童は93.5%であっ
た。
・「児童が、他者への思いやりを感じ深める道徳教育を行って
いるか」の問いに肯定的な回答をした職員は、97.5%であっ
た。引き続き指導を続ける。
・全クラスでふれあい道徳の授業を実施した。

Ａ

・道徳アンケートで肯定的な回答をした児童
は、95.7%と増加しており、道徳の授業での取
組は効果を上げている。
・「児童が、他者への思いやりを感じ深める道
徳教育を行っているか」の問いに肯定的な回
答をした職員は、中間時と同等で、授業を核と
した道徳教育を実施している。

Ａ

・今後、子ども達も多様化してくるであろう。学
校の教育だけでは、対応が難しくなる。
・ジェンダーやLGBTQの問題、外国籍児童の
増加など、道徳教育や人権教育でも扱ってい
く必要がある。

・道徳担当
(諸石、日野、瀬戸口)

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

●いじめの未然防止,相談活動の充実
等組織対応ができていると回答した教
員80%以上

・Hp-QUの活用と、いじめに関するアン
ケートを年間２回実施することで、児童
の実態を把握し、指導に生かす。
・定期的に、児童の情報共有の場を設
ける。
・SC、SSWの活用、保護者、地域、専門
機関との連携強化を図り、生徒指導や
教育相談体制の整備を行う。

B

・「学校はいじめの未然防止や早期発見のために
組織的に対応しているか」の問いに、肯定的な回
答をした保護者は85.5%であった。
・「学校全体として、いじめの未然防止や早期発見
のために組織的な対応ができているか」の問いに
肯定的な回答をした職員は97.5%であった。
・引き続き、SC,SSWとの連携を図りながら、いじめ
の未然防止及び教育相談の充実に取り組む。

Ａ

・いじめアンケートを2回実施し、いじめの早期発見に努
めることができた。「学校全体として、いじめの未然防
止や早期発見のために組織的な対応ができているか」
の問いに肯定的な回答をした保護者及び職員は中間
時と同等であった。
・ＳＣ、ＳＳＷとの連携を図りながら、学校全体でいじめ
の未然防止、教育相談の充実に努めることができた。
・６年生を対象に弁護士による「いじめ防止教室」の実
施(１１月)。

Ａ

・いじめアンケートは重要である。その時にし
か言えない児童もいるだろう。
・いじめということばに対して、こどもたちは重
く捉えていないようだ。社会に出れば、暴言、
暴力は犯罪となる。
・弁護士によるいじめ防止教室の実施はとて
もよい。今後も続けていくべきである。

・教頭、主幹教諭
・生徒指導担当(毛利)

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・「笑顔であいさつ・笑顔でありがとう」が飛
び交う、温かく居心地のよい学校を共通の
目標に掲げる。
・「ふるさと基山の歴史」等、地域の教育資
源や人材を活用した実践に取り組む。
・小中の系統性をもたせた「きやま学」を実
践する。
・キャリアパスポートの活用を推進する。

B

・「先生達はあなたのよいところやがんばりをほめ
てくれるか」の問いに肯定的な回答をした児童は
91.6%であった。「将来の夢や目標をもっているか」
の問いに肯定的な回答をした児童は86.7%であっ
た。
・「児童のよさや伸びを認めほめているか」の問い
に肯定的な回答をした97.5%であった。
・引き続き、「きやま学」や「キャリアパスポート」を
軸に指導を続けたい。

Ａ

・「先生達はあなたのよいところやがんばりを
ほめてくれるか」の問いに肯定的な回答をした
児童は中間時と同等であったが、「将来の夢
や目標をもっているか」の問いに肯定的な回
答をした児童は89.5%と伸びている。
・「児童のよさや伸びを認めほめているか」の
問いに肯定的な回答をした職員は100%であっ
た。
・きやま学については、今後も計画的に実施し
ていきたい。

Ａ

・年間を通して、「夢いっぱい基山っこ」の実現
に向け、取り組んでいたことはよいことだ。
・今後も学校・地域・家庭が協力して、基山っ
こを育てていこう。
・「笑顔であいさつ・笑顔でありがとう」を合い
言葉に子ども達に指導していることはとてもよ
い。今後も夢を語れる児童に育ててほしい。

・学校行事担当(教頭、主幹、教務、各学
年)
・「きやま学」担当(大石多)

❹「安全に関する資質・能力の育成」 ❹児童生徒の交通事故０（ゼロ）、児童
の安全に関するアンケートにおいて、安
全に対する意識の向上が図れたと回答
した児童80%以上

・交通安全教室や地区児童会、登校班
長会等を通して、児童の安全意識を高
める。
・地域との連携をより積極的に行う。
・「防災・安全」部会を中心に、小中一貫
の取組を計画・実践する。

A

・「交通安全に気を付けて生活をしているか」の問
いに肯定的な回答をした児童は97.7%であった。
・「児童の安全意識を高める指導を行っているか」
の問いに肯定的な回答をした職員は92.5%であっ
た。
・引き続き、地域との連携を図りながら、児童の安
全意識を高め、交通事故０を目指す。

Ａ

・今年度、児童の交通事故は0件で、地域との連
携を図りながら安全に過ごすことができた。
・「交通安全に気を付けて生活をしているか」の問
いに肯定的な回答をした児童は98.2%で伸びてい
る。
・「児童の安全意識を高める指導を行っているか」
の問いに肯定的な回答をした職員は94.3%で伸び
ている。

Ａ

・毎日、どの地区でも登下校の見守りをしてい
る。
・連絡をせずに遅刻や欠席をしている児童が
いるようだが、安全面が気になる。きちんと連
絡をしないと学校でも安全を確認できないの
で、困っているのでないか。

・安全指導担当(加藤)

○食育教育の充実 ○年間の給食残菜率を5%以下
○給食に関するアンケートで、給食が楽
しいと回答した児童90%以上

・栄養教諭と食育教育担当職員が中心
となり、学級担任との連携した食育指導
を展開する。 A

・10月までの給食残菜率の平均は4.3%であっ
た。
・栄養教諭と担任が連携し、食育指導の授業
を実施した。

Ａ
・今年度の給食残菜率は、4.6%、給食アンケートで「給食が好
き」と回答した児童は86%で、今後も栄養教諭を中心に食育の
指導を続ける。
・栄養教諭による食育の授業の実践、給食委員会による呼び
かけを計画的に実施できた。

Ａ
・給食が苦手な児童も増えているようだが、ア
ンケートの結果や残菜率は達成できているの
でよい。

･栄養教諭(酒井)
・食育指導担当(社頭)

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守

・働き方改革に関する研修を実施し、教員の意
識の向上を図る。
・業務のデジタル化に取り組み、業務効率化を
推進する。
・金曜日を定時退勤推進日として、１７：３０施
錠、その他勤務日においても１８：４５を上限とす
る。
・衛生委員会を通して勤務実態の共有を図り、業
務改善意識を高める。

B

・「学校は学校行事の精選や業務のデジタル化を
踏まえた働き方改革を行っているか」の問いに肯
定的な回答をした職員は90%であった。
・労働安全衛生委員会を開催し、職場の環境等改
善点について意見をもらった。
・時間外勤務時間の平均が徐々に減っていき、
18:45の退勤の上限を遵守できる日が増えてき
た。

Ｂ

・「学校は学校行事の精選や業務のデジタル化を
踏まえた働き方改革を行っているか」の問いに肯
定的な回答をした職員は中間時と同等であった。
・時間外勤務時間の平均が徐々に減っていき、
18:45の退勤の上限を遵守できる日が増えてきた
が、金曜日の定時退勤推進日は、十分に徹底で
きなかった。

Ｂ

・徐々に時間外勤務時間が減ってきているこ
とはとてもよいことである。
・朝早くから登校してくる児童もおり、必然的に
勤務時間外の仕事が増えているのだろう。
・保護者の来校時間を決めた方がよいのでは
ないか。

・教頭

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育

○特別支援教育の充実 ○特別支援教育に関する専門性が向上したと回
答した教員80%以上

・教職員を対象とした特別支援教育に係る研修会会を
実施する。
・関係機関との連携を図り、保護者・児童の教育的
ニーズや願いを把握し、教育的な観点から適切に対
応できるように努める。
・UDの推進に向けて、講師招聘等を行い研修を行う。

A

・「研修を通して、特別支援教育に対する専門
性が向上したか」の問いに肯定的な回答をし
た職員は97.5%であった。
・講師を招聘しての研修、自立活動の公開授
業など職員の研修の機会を設けた。

Ａ

・「研修を通して、特別支援教育に対する専門
性が向上したか」の問いに肯定的な回答をし
た職員は97%で、個に応じた支援の在り方に
ついて意識を高めた職員が多い。

Ａ

・特別支援学級が増えている現状に驚いてい
る。
・職員は、よく研修をしている。
・今後も増え続けるのだろうか。新校舎も建っ
ているが、今後のことも心配である。

・特別支援教育コーディネーター(栁島、有
馬、諸石)
・職員研修(主幹、教務)

○基本的な生活習慣の定
着

○あいさつ、返事、廊下歩行、はきもの
揃えの定着
◯「早寝・早起き・朝ご飯」の徹底

○基山小中一貫の取組「す・み・そ・あ・じ」を達
成できたと回答した児童80%以上
◯十分な睡眠が取れていると回答した児童80%
以上

・月毎の「生活目標」を「す・み・そ・あ・じ」に焦点化し、
毎学期繰り返して取り組むことで指導の徹底を図る。
 ・学校だよりや全校集会等で児童の頑張りを肯定的
に評価し、定着を促す。
・「早寝・早起き・朝ご飯」の周知徹底を図る。 B

・｢早寝・早起き・朝ご飯」についての問いに、肯定的な
回答をした保護者は、早寝78.1%、早起き82.2%、朝食
96.6%であった。
・「すみそあじの約束を守っているか」の問いに肯定的
な回答をした児童は93.7%であった。
・「早く寝ているか」の問いに肯定的な回答をした児童
は74.5%であった。

Ｂ

・「すみそあじの約束を守っているか」の問いに肯
定的な回答をした児童は94%であった。計画的な
指導で児童の意識も高まっているといえる。
・｢早寝・早起き・朝ご飯」についての問いに、肯定
的な回答をした保護者は、中間時と同等で各家庭
での徹底を図るまでにはいたらなかった。

Ｂ

・登下校の様子をみると、挨拶はよくできている。
・放課後児童クラブの児童の挨拶には、個人差が
あるようだ。
・基本的な生活習慣は、家庭で行うことだと思う
が、家庭によって生活時間が様々になっているよ
うだ。

・生徒指導担当(毛利)
・養護教諭(田中由)

○GIGAスクール構想にお
けるＩＣＴ利活用

○一人一台端末の有効活用 ○一人一台端末の活用が十分にできたと回答し
た教員80%以上
◯端末を用いた学習は楽しいと回答した児童
80％以上

・情報担当教員を中心とした教員のスキルアップ
のための研修会を実施する。
・一人一台端末の活用に関する情報交換を実施
する。

B

・「タブレットを使った学習ではたくさんのことを学ぶこと
ができているか」の問いに肯定的な回答をした児童は
93.4%であった。
・タブレット端末を活用した授業づくりの研鑽を踏み、端
末の活用に取り組んでいるか」の問いに肯定的な回答
をした職員は65%であった。
・引き続き、タブレットの利活用についての研修を行い、
職員のスキルアップに努める。

Ａ

・「タブレットを使った学習ではたくさんのことを学
ぶことができているか」の問いに肯定的な回答を
した児童は95%であった。
・タブレット端末を活用した授業づくりの研鑽を踏
み、端末の活用に取り組んでいるか」の問いに肯
定的な回答をした職員は71.4%で中間時より伸び
ており、日々タブレットの利活用に取り組んでい
る。

Ａ

・基山町はタブレット端末を使った学習が進ん
でると聞いている。今後も引き続き、取り組ん
でほしい。
・タブレットの持ち帰りはどのようになっている
のか。各家庭での、インターネット環境も関係
してくるだろうから、難しい面もあるだろう。

・情報教育担当(坂田)

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 基山町立基山小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・特別支援教育について、職員全員で研鑽を積み、個に応じた支援の在り方について意識を高めることができた。今後も、高い専門性をもって指導・支援にあたることができるように研修の機会を作り、研鑽を積んでいきたい。
・小中一貫教育の充実を図るため、「すみそあじ」の取組などに力を入れたが、「早寝・早起き・朝ご飯」の実践については不十分であった。今後、児童にその重要性を指導するとともに、保護者と連携して、取組の充実を図りたい。
・一人一台端末の効果的な活用と職員のスキルアップを図ることができた。今後は、持ち帰りをしての活用や個に応じた学びにおける活用について、取り組んでいきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・基山町小中３校で「小中一貫教育」を推進するために９部会を設置し、研究や実践をしてきた。３校共通の目標である「きたえ　やりぬき　まなびあう」の達成のために、「宿題をしてくる」や「進んであいさつをする」、「歩いて登下校する」等の達成行動目標を掲げ、各部会から合言葉の「す・み・そ・あ・じ」など、具体的で効果的な手立てが提案され、組織的な取り組みができた。

・９部会については、定例で部会を行った。各部会ごとに参集型やリモートでの会議を重ね、各専門部の機能強化と専門性を高めていった。

・学年主任や各主任を核とした組織的な指導体制をさらに強化し、ミドルリーダーの育成と若手支援を継続して行い、実践的な研究を深めていく。

・特別支援教育では、今年度も、エリアリーダーによる研修会を行っていただいた。特別な支援を必要とする児童に対する支援体制や支援の在り方について見直しながら、指導者及び特別支援学級補助員を含む全職員が児童理解に努め、スキルアップしていく。

・タブレット端末のスキルアップのため、朝のスキルタイムを活用しながら取り組んだ。学校での授業や、欠席者へのリモート授業等、教員のスキルも高まっている。次年度も、「プロジェクトE通信」等を活用しながら、タブレット活用の幅を広げていきたい。

２　学校教育目標
きたえ　やりぬき　まなびあう

【　夢いっぱい基山っ子！　笑顔であいさつ・笑顔でありがとう　】

３　本年度の重点目標

・基山中校区の小中一貫教育では、引き続き９つの専門部を校内組織と更に関連付ける。これにより、これまでの取組の精査を図るとともに、各専門部の機能強化と専門性をさらに高めていく。

・特別な支援を必要とする児童に対する支援体制や支援の在り方について見直しながら、指導者及び特別支援学級補助員を含む全職員が児童理解に努め、スキルアップしていく。

・GIGAスクール構想を踏まえ、タブレット端末の充実した活用を目指す。一人一台使用する端末を学校・家庭で有効活用し、児童の学力向上を図る。


